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　５月４日、小玉川熊まつりが開催され、多くの来場者で会場は大いに盛り上
がっていました。
　当日は、熊狩りの模擬実演や山の神に感謝を捧げる神事が執り行われたほか、
今年から復活した「勢子大会」には県内外のかたがたが参加し、それぞれの思
いのたけを大声で叫ぶたびに、大きな拍手が送られていました。

思いのたけを叫ぶー小玉川熊まつり  勢子大会ー
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６
月
６
月
1313
日
～
日
～
1818
日
「
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台
東
」
に
出
店

日
「
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台
東
」
に
出
店

森林セラピー ® 基地“温身平”オープン
　６月より森林セラピーの案内を開始します。
　森のなかでゆっくり疲れを癒したい、トレッキングを楽
しみたいなど、ご希望に応じて森林セラピーアテンダント
がご案内しますので、お気軽にお問い合わせください。
　８月から10月の日曜・祝日には、ミニツアーも行います。
こちらは予約不要で、現地（温身平セラピーロード入り口）
でお申し込みいただけます。小国町民は無料となっていま
すので、ぜひ森の癒しを体験してみてください。
■申込・問合先　小国町森林セラピーアテンダントミーティング
　（小国町観光協会　☎62‐5130）へ

　

小
国
町
で
は
、
今
月
の
13
日
㈭
か
ら
18

日
㈫
ま
で
、
東
京
都
台
東
区
の
「
ふ
る
さ

と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台
東
」
に
出
店
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
台
東
区
が
商
店
街
へ
の
誘
客
や
地

方
と
都
市
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の

自
治
体
に
、
特
産
品
販
売
や
観
光
案
内
等

の
た
め
の
店
舗
を
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
５
回
目
の
出
店
と
な
り
ま
す
。

　

毎
回
心
待
ち
に
し
て
い
る
近
所
の
か
た

も
多
く
、
小
国
町
の
認
知
度
の
高
ま
り
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
町
の
外
か
ら
応
援
し
て
く

れ
る
小
国
フ
ァ
ン
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ

る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
先
月
11
日
～
12
日
に
は
、
同
じ
く
台

東
区
の
浅
草
橋
で
開
催
さ
れ
た
浅
草
橋
紅

白
マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り
に
も
出
店
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
台
東
区
が
さ
ら
な
る
交
流

の
創
出
を
目
指
し
て
連
携
自
治
体
に
呼
び

か
け
た
も
の
で
、
小
国
町
の
ほ
か
、
群
馬
県

み
ど
り
市
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
な
ど
も
出

店
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
５
万
人

以
上
の
来
場
が
あ
り
、
よ
り
多
く
の
か
た
に

小
国
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

13
日
㈭
か
ら
の
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、小
国
自
慢
の
生
わ
ら
び
や
米
沢
牛
、

お
米
、
漬
け
物
に
お
菓
子
や
つ
る
細
工
な
ど

の
特
産
品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
16
日
㈰
に
は

ワ
ラ
ビ
ー
マ
ン
が
商
店
街
を
練
り
歩
い
て

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
近
く
の
ご
親
戚
や
ご
友
人
に
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
、
多
く
の
か
た
に
足
を
お

運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲昨年10月に出店した際のふるさと交流
　ショップ台東の様子

▲５/12浅草橋紅白マロニエまつりでの
　出店の様子
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「おぐにふるさと文化館　百石」オープンしました！

　　　地域おこし協力隊　欠端　彩乃　

　協力隊１年目から取り組んできた資料館整備は、２年目から本格的に
動き、昨年のプレオープンを終え、３年目にグランドオープンを迎えま
した。
　プレオープン時にいただいた様々なご意見を踏まえ、年明けから展示
資料数の充実や、解説パネルの変更など、展示室としての雰囲気づくり
を見直してきました。時間の制約が苦しい時もありましたが、伊佐領地
区のかたをはじめ多くのかたがたに支えられ、ここまで進めることがで
きました。
　毎週、木・金・土曜日の週３日、10時から16時まで開館しています。また、
７月13日㈯まで特別展示として旧伊佐領小学校が資料館に生まれ変わる
までの歩みを紹介しています。ぜひ、ご来館ください。

9797

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㉟
～

！！

　

小
国
高
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
部

活
動
に
代
わ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
興
味
や
関
心
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
部
活
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
放
課
後
や

休
日
に
で
き
る
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

高
校
敷
地
内
の
旧
花
壇
を
畑
に
し

て
活
動
す
る
は
た
け
サ
ー
ク
ル
や
、

家
庭
科
の
先
生
を
講
師
と
し
て
ス

イ
ー
ツ
を
作
る
ス
イ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
、

地
域
の
か
た
が
た
に
ご
指
導
い
た
だ

く
木
工
サ
ー
ク
ル
・
フ
ォ
ト
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ほ
か
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
手
伝
い

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
活
動
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、白
い
森
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
学
習
会
へ
参
加
し
た
り
、

校
内
の
施
設
を
使
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
社
会
へ
の
滑
走
路
と

し
て
位
置
づ
け
た
ア
ル
バ
イ
ト
（
詳

し
く
は
小
国
高
校
ま
で
）
や
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
様
々
な
活
動
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
充
実
し
た
時

間
を
使
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

小
国
高
校
の
「
幸
せ
な
放
課
後
活
動
」

▲はたけサークルの活動の様子

▲館内の様子

▲文化館看板



　

社
会
環
境
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
等
に
よ
り
、
ご
み
や
産
業
廃
棄
物

の
排
出
量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
全
体
の
ご
み
の
最
終
処
分
場

の
残
余
容
量
は
令
和
４
年
度
末
で

９
，
６
６
６
万
㎥
で
あ
り
、
残
余
年

数
は
23
・
４
年
で
す
。
こ
の
ま
ま

ご
み
の
排
出
量
が
減
少
し
な
い
と
、

２
０
４
５
年
頃
に
は
国
内
の
ご
み
の

埋
立
地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国

や
県
で
は
環
境
負
荷
を
減
ら
す
循
環

型
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

本
町
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
第
５
次
小
国
町
総
合
計
画
基

本
計
画
や
第
２
期
小
国
町
地
域
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
自
然
環
境

を
守
り
、
活
か
し
、
共
有
し
な
が
ら
、

生
活
の
質
を
向
上
で
き
る
ま
ち
」
を

目
標
と
し
、
ご
み
の
再
資
源
化
な
ど

環
境
負
荷
の
少
な
い
生
活
を
推
進
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
指
標
と
し
て
も
、
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１人１日当たりの生活系ごみの排出量

509 525 528 539

（千代田クリーンセンター業務概要）
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（ｇ） 1 人 1 日当たりの家庭系ごみの排出量

（千代田クリーンセンター事業概要より算出）

ご
み
排
出
量
の
現
状

（令和４年度版山形県循環型社会白書）

自然にやさしい
安心安全な生活環境の構築を目指して

１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

（
生
活
系
ご
み
）
を
２
０
２
５
年
ま

で
４
５
０
ｇ
に
す
る
目
標
値
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
時
点
の
本
町
の
１

人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は

５
４
４
ｇ
で
あ
り
、
目
標
値
に
達
す

る
ま
で
約
１
０
０
ｇ
の
ご
み
を
削
減

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、家
庭
か
ら
出
る
ご
み
か
ら
、

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量

を
除
い
た
家
庭
系
ご
み
の
１
人
１
日

当
た
り
の
排
出
量
は
、
全
国
や
県
よ

り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　私たちが生活する上で切り離せない「ごみ」。安心・安全で衛生的な暮らしのた
めには、安定したごみ処理が重要となります。
　今回は、本町のごみ処理の現状とより暮らしやすい生活環境の構築について考え
るとともに、近年、認知度が高まっているＳＤＧｓの取り組みについて紹介します。

　

ご
み
は
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
で

資
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
資
源
ご
み

と
し
て
分
別
す
る
と
、
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
新
た
な
製
品
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
古
新
聞

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

も
古
紙
と
し
て
回
収
さ
れ
る
と
、
パ

 

正
し
い
分
別
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

小国町

全国

山形県
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特集　自然にやさしい安心安全な生活環境の構築を目指して特集　自然にやさしい安心安全な生活環境の構築を目指して

資源ごみの分別について

　原則、下記のマーク

がついているもののみ

が対象です。

※油等の汚れがとれな

いものは可燃ごみへ

古紙の分別について

・プラスチックやアルミ、ビニールがついている紙やダンボールは古

紙として回収できません。

例）お酒が入っている箱、内側がアルミの紙パックなど

・水に濡れてふやけてしまったものや汚れが染み込んでいるものは可

燃ごみに出してください。

・プラスチックの注ぎ口がついている紙パックは外してから回収に出

してください。

ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
は

こ
ち
ら
か
ら
⇓

ル
プ
と
し
て
再
資
源
化
さ
れ
ま
す
。

　

誤
っ
た
分
別
で
ご
み
を
捨
て
る

と
、
再
資
源
化
で
き
る
も
の
で
も
ご

み
と
し
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
、
実
際
に
不
燃
ご
み
の
誤
っ
た
分

別
が
原
因
と
な
っ
た
火
災
事
故
、
爆

発
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
９
月
に
は
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
が
管
理
す
る
不
燃
ご
み

の
処
理
施
設
で
、
ご
み
の
破
砕
処
理

中
に
爆
発
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

施
設
の
設
備
や
機
器
類
が
被
害
を
受

け
、
運
転
停
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、

一
時
的
に
処
理
で
き
な
い
不
燃
ご
み

が
溜
ま
る
と
い
う
事
態
に
陥
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
国
的
に
ス
プ
レ
ー
缶

の
混
入
が
原
因
と
推
測
さ
れ
る
ご
み

収
集
車
の
車
両
火
災
事
故
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
資
源
ご
み
で
も
危
険
物

の
混
入
が
発
生
し
て
お
り
、
選
別
作

業
中
の
作
業
員
の
か
た
が
危
険
に
直

面
す
る
こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
す
る

と
、
ご
み
の
処
理
や
回
収
が
滞
る
だ

け
で
は
な
く
、
作
業
員
の
か
た
や
ご

み
処
理
施
設
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

生
活
環
境
を
守
る

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
景
観
を
損
ね

る
だ
け
で
は
な
く
、
雨
等
に
よ
っ
て

河
川
等
に
流
れ
出
す
と
、
海
洋
汚
染

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
の
衛
生
環
境
を
保
持
す
る
活

動
の
一
環
と
し
て
、本
町
で
は
毎
年
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
道
路
一

斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
４
年
の
べ
に
ば
な
国
体
を

き
っ
か
け
に
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
現
在
も
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
月
29
日
に
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
か
た
ま
で
多

く
の
か
た
が
た
が
早
朝
か
ら
参
加

し
、
道
路
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾

い
ま
し
た
。

不燃物として出してはいけないもの

・スプレー缶、カセットコンロ用ガスボンベ

　ガスを抜き、穴をあけてから空缶類として捨ててください。

・充電式電池、モバイルバッテリー、スマートフォン

　家電量販店などの回収ボックスに持ち込んでください。
※ごみとして出す場合は有害・危険ごみ

・加熱式たばこ、充電式の電気シェーバー・電動歯ブラシ

　金属端子部分にセロハンテープ等を貼ってから有害・危険ごみ

として捨ててください。
※上記以外の充電式電池が取り外せない機器については、町民課にお問合

せください。 ▲爆発事故により被害を受けたごみ処理施設の様子
（提供：置賜広域行政事務組合）

の
周
辺
住
民
、
住
宅
等
に
被
害
が
出

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

住
み
や
す
い
生
活
環
境
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
ご
み
が
滞
り
な
く
適

正
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ご
み
を
出
す
際
に
は
、出
し
方
・

分
け
方
を
確
認
し
、
正
し
く
分
別
し

ま
し
ょ
う
。

広報おぐに　2024.6
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特集　自然にやさしい安心安全な生活環境の構築を目指して特集　自然にやさしい安心安全な生活環境の構築を目指して

環
境
へ
の
負
荷
を
考
え
る

　クアーズテック合同会社小国事業所では、同事業所職員が駅前やアスモ、
あいべ等の町中を歩きながらごみを拾う清掃活動を令和５年から実施してい
ます。今年度は４月23日に、昨年度よりも清掃範囲を広げて実施されました。
　活動が始まった経緯について小国事業所の加藤孝則シニアＨＲマネー
ジャーにお話をうかがいました。
　「この活動は、４月22日の『国際マザーアース・デー』に合わせ全世界の
クアーズテックグループで取り組んでいるクアーズテックアースウィークの
一環として昨年度から実施しています。本事業所では清掃活動のほか、ごみ
を減らすためマイボトルの持参や、エネルギーの使用量を抑える省エネデー、
リモートワークの実施など環境に配慮した活動にも取り組んでいます」

町内企業の取り組み

　

環
境
負
荷
が
少
な
い
生
活
を
実
現

す
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

自
治
体
や
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
令
和
４
年
度
か
ら
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
で
余
っ
て
い

る
食
品
を
食
の
支
援
が
必
要
な
か
た

に
届
け
る
も
の
で
、
食
品
ロ
ス
問
題

と
貧
困
問
題
を
解
決
に
近
づ
け
る
取

り
組
み
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
小
国
町
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
団
体
に
寄

付
し
、
必
要
な
か
た
に
届
け
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
か
ら
４
年
度
に
か
け
て

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
中
原
隊

員
が
、不
用
と
な
っ
た
衣
類
を
集
め
、

　

道
路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
る

小
国
町
衛
生
組
合
連
合
会
は
、
こ
の

ほ
か
町
中
心
部
の
側
溝
清
掃
や
不
法

投
棄
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
連
合
会
の
加
藤
隆
芳
会
長

に
町
内
の
衛
生
環
境
に
つ
い
て
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

「
道
路
一
斉
清
掃
で
は
、
国
道
沿

い
の
地
区
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
な

ど
多
く
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
以
前
よ
り
も
ポ
イ
捨
て
が

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
地
区
も
あ
り

ま
し
た
。
一
斉
清
掃
開
始
当
初
に
比

べ
、
マ
ナ
ー
が
向
上
し
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
以
前
は
カ
ラ
ス
が
ご
み
を
あ
さ

っ
て
い
る
と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
利
用
し
て

い
る
か
た
が
た
に
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
み

の
出
し
方
、
分
別
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

衛
生
組
合
連
合
会
で
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
機
能

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
更
新
や
、
新

設
に
つ
い
て
補
助
を
出
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
各
地
区
衛
生

組
合
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。」

　

こ
の
ほ
か
、
町
で
は
ご
み
の
削
減

と
生
活
環
境
を
保
全
す
る
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
と

冬
に
は
小
型
家
電
や
古
着
の
回
収
を

実
施
し
て
お
り
、
回
収
品
は
リ
ユ
ー

▲多くのかたが参加した道路一斉清掃

ス
（
再
使
用
）
や
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
と
秋
に
は
関

係
機
関
と
協
力
し
、
山
林
等
へ
の
不

法
投
棄
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
道
路
脇
や
山
林
等
に
不
法
に
投

棄
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
が
な
い
か
見

回
っ
て
い
ま
す
。

小国町衛生組合連合会
加藤隆芳会長

広報おぐに　2024.6
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特集　自然にやさしい安心安全な生活環境の構築を目指して特集　自然にやさしい安心安全な生活環境の構築を目指して

■ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは
　2015年９月の国連サミットで決まった全世界共通

の目標です。「誰
だ れ ひ と り

一人取り残さない」を理念に、17の

目標と169のターゲットが設定され2030年までの達成

を目指しています。

　目標のなかには「⑫つくる責任つかう責任」「⑭海

の豊かさを守ろう」「⑮陸の豊かさも守ろう」といっ

たゴールがあり、これらに取り組むことがごみの削

減や資源化にもつながります。

無
料
で
提
供
す
る
「
叶
水
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
不
要
と
な
っ
た
服
や
防
寒
着

等
を
必
要
と
す
る
人
に
届
け
る
取
り

組
み
で
、
廃
棄
さ
れ
る
衣
類
の
削
減

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
国
町
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
つ
む
ぐ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
つ
む
ぐ
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
店
者
や
来

場
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
び
、
体
験
で

き
る
場
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

６
月
９
日
に
開
催
予
定
で
す
。
マ
ル

シ
ェ
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や

自
然
に
配
慮
し
た
手
作
り
雑
貨
の
出

店
の
ほ
か
、
エ
コ
バ
ッ
ク
や
蜜
蝋
ラ

ッ
プ
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
関

係
の
出
店
で
は
、
マ
イ
ボ
ト
ル
や
食

器
・
カ
ト
ラ
リ
ー
の
持
参
を
推
奨
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
の
ご
み
を
出

さ
な
い
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
環
境
に
配
慮

し
た
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

み
の
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
買
い
物
の
際
に
エ
コ
バ
ッ
グ

を
使
用
す
る
、
詰
め
替
え
容
器
に
入

今年も開催します

Go！フードドライブ

■開催日時・場所
①６月５日㈬〜７日㈮　８：30〜17：15
　役場２階ロビー（住民窓口担当にお声がけください）
②６月９日㈰　10：00〜15：00
　アスモ西側駐車場（つむぐマルシェ会場内）
■問合先　総務企画課企画財政室（☎62－2264）へ

■お持ちいただきたい食品

・インスタント食品（レトルト、フリーズドライ）

・瓶詰・缶詰

・乾物（ふりかけ、お茶漬け、のりなど）など

■受付できないもの

・生鮮食品、アルコール類

・賞味期限の明記がないもの

・賞味期限が３か月を切っているもの

・破損によって中身が出てしまっているもの

・コーヒー豆など、器具が必要なもの

っ
た
製
品
や
簡
易
包
装
の
製
品
を
選

ぶ
な
ど
少
し
の
行
動
を
続
け
る
こ
と

で
、
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
で
き
る

の
で
、
ぜ
ひ
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

ご
み
の
削
減
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を
実

現
す
る
た
め
、
ご
み
の
削
減
、
資
源

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の

衛
生
環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲叶水フリーマーケットには多くの衣類が集まった▲不用なものを必要とする人に届ける（つむぐマルシェ）

広報おぐに　2024.6
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　５月３日から６日までの期間、道の駅白い森

おぐにを会場に春まつりが開催され、１万５千

人以上のかたが来場しました。

　３日は小国中学校吹奏楽部とおぐに吹奏楽団

の合同演奏が行われ、来場者はその演奏に聴き

入っていました。こどもの日である５日にはワ

ラビーマンときてけろくんによるお菓子まきが

行われ、たくさんの子どもたちがお菓子を拾っ

たり、写真を撮影したりと楽しんでいました。

　このほか、鮎の塩焼きや小国産の山菜など特

産品の販売も行われました。

おぐにの春を楽しむおぐにの春を楽しむ

道の駅白い森おぐにで春まつりを開催道の駅白い森おぐにで春まつりを開催　　

　小国町スポーツ少年団本部主催の春季体力

テストが、５月11日に町民総合体育館を主会

場に行われ、５つの団から、40人の団員が参

加しました。各団員が50ｍ走や腕立て伏せ、

立ち幅跳びなど計６種目のテストに真剣に取

り組んでいました。

　昨年の体力テストに参加した団員は前回の

記録と今回の結果を比べ、自身の成長を感じ

ていました。

令和６年度小国町スポーツ少年団本部令和６年度小国町スポーツ少年団本部

春季体力テストを実施春季体力テストを実施

▲３日には小国町商工会青年部によるこども縁日も開催

▲20ｍの距離を往復するシャトルランに挑戦

▲小国中学校吹奏楽部とおぐに吹奏楽団の合同演奏

▲ワラビーマンときてけろくんによるお菓子まき
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　５月14日、おぐに開発総合センターを会場
に、大規模土砂災害に備えた合同防災訓練が
実施され、本町や関川村、山形・新潟両県、
国土交通省などの関係機関の職員が参加しま
した。
　地域防災力の向上や大規模土砂災害発生時
連携対応等を確認するために実施されたもの
で、訓練では、これまでに経験がない豪雨が
発生したことを想定し、災害対応や情報共有
の流れについて確認しました。

山形県・新潟県の関係機関が参加山形県・新潟県の関係機関が参加

大規模土砂災害に備えた合同防災訓練大規模土砂災害に備えた合同防災訓練

　５月18日、「伊達時代の山城を巡る～小国
町～」が開催され、県内外から15人が参加し
ました。これは、山形おきたま観光協議会が
主催し、置賜各地で実施する「花×伊達な城
館」ウォーク２０２４のひとつです。
　参加者は、案内人の渡部眞治氏（東原）か
ら山城が築かれた当時の情勢について説明を
受けながら、小国山城跡までのトレッキング
を楽しみました。このほか、光岳寺や小坂館、
タラタラ不動を見学し、伊達時代の小国町に
思いを馳せました。

「花×伊達な城館」ウォーク２０２４

おぐにの山城を歩くおぐにの山城を歩く

　雑穀ファンクラブ（齋藤恒助会長）による

雑穀の種まきが５月12日に行われ、同クラブ

会員など19人が作業に参加しました。

　この日は、たかきびの種まきが行われ、水

を含んだ土がつまった育苗箱に、１マス４～

５粒の種をまき、土をかぶせる作業が行われ

ました。

　育苗箱はビニールハウスで保管され、苗が

15㎝ほどに育った後、畑に植えられます。収

穫作業は９月～10月頃を予定しています。

小国の特産品小国の特産品

雑穀の種まきが行われました雑穀の種まきが行われました
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令
和
６
年

令
和
６
年  

第
４
回　

小
国
町
議
会
臨
時
会

第
４
回　

小
国
町
議
会
臨
時
会

　

令
和
６
年
第
４
回
臨
時
会
が
４
月

30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に
２
０
２
万
７
千
円
を
追
加

　

大
字
玉
川
地
内
の
農
業
用
水
路
復

旧
に
係
る
経
費
の
支
援
や
、
飯
豊

梅
花
皮
荘
の
温
水
発
生
機
修
繕
に

係
る
経
費
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
、

２
０
２
万
７
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
、
70
億
１
６
２
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

小
国
町
税
条
例
を
改
正
し
ま
し
た

　

令
和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得

割
額
か
ら
、
納
税
者
及
び
配
偶
者

を
含
め
た
扶
養
家
族
１
人
に
つ
き
、

１
万
円
の
減
税
を
行
う
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
係
る

規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
の
令
和
６
年
度
評
価

替
え
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
ま
で
の
間
、
現
行
の
土
地

の
負
担
調
整
措
置
等
を
継
続
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

小
国
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者

支
援
金
課
税
額
に
つ
い
て
、
課
税
限

度
額
を
22
万
円
か
ら
24
万
円
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
と

な
る
所
得
算
定
に
お
い
て
、
控
除
す

る
被
保
険
者
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額

を
、
５
割
軽
減
対
象
で
は
現
行
の
29

万
円
か
ら
29
万
５
千
円
に
、
２
割
軽

減
の
対
象
で
は
53
万
５
千
円
か
ら
54

万
５
千
円
に
引
き
上
げ
、
軽
減
対
象

者
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

町
道
長
者
原
内
川
線
道
路
改
良
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

町
道
長
者
原
内
川
線
道
路
改
良
工
事

に
係
る
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
４
業
者

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
６
１

５
０
万
円
で
山
和
建
設
株
式
会
社
に
落

札
決
定
し
、
こ
れ
に
消
費
税
を
加
え
た

６
７
６
５
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

令和６年度から森林環境税（国税）の課税が始まります令和６年度から森林環境税（国税）の課税が始まります
　平成31年３月に成立した「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」に基づき、令和６年度から森林の
整備及びその促進に関する施策の財源として、国内に住所を有する個人に森林環境税（国税）が課税されます。
その税収は、森林環境譲与税として、都道府県・市町村へ譲与されます。
■税額・賦課徴収　１人年額1,000円が課税され、　町県民税と併せて町が賦課徴収します。

■町県民税の均等割と森林環境税の税額

令和５年度まで 令和６年度から

均等割（町民税） 3,500円 3,000円

均等割（県民税） 2,500円 2,000円

森林環境税 なし 1,000円

合　計 6,000円 6,000円

■森林環境税が課税されないかた

　・１月１日現在、生活保護法の規定による生活扶助を受けているかた
　・�障がい者、未成年者、寡婦またはひとり親に該当するかたで前年中の合計所得金額が135万円以下

のかた
　・扶養親族がいないかたで、合計所得金額が38万円以下のかた
　・扶養親族がいるかたで、合計所得金額が次の金額以下のかた
　　28万円×（本人＋同一生計配偶者＋扶養親族の人数）＋10万円＋16万８千円
　　※�町県民税の非課税基準と、森林環境税の非課税基準は異なるため、森林環境税のみ課税される

場合があります。

■問合先　税務課課税担当（☎62－2403）へ

※�県民税の均等割には「やまがた緑環境税」
（県税）1,000円が含まれています。
※�平成26年度から、東日本大震災からの復
興財源確保のため、町県民税の均等割に
それぞれ年額500円が加算されていました
が、令和５年度で終了しました。

広報おぐに　2024.6
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　重度心身障がい（児）者医療給付制度・ひとり親家庭等医療給付制度は、下記のかたに対し、保険診療に
よる医療費自己負担額の全額または一部を助成する制度です。
■対象者　

▶重度心身障がい（児）者医療給付制度
　住民税所得割の額が23万５千円未満のかたで、身体障害者手帳１・２級、精神障害者保健福祉手帳１級、療育手
帳Ａをお持ちのかた、または国民年金及び公的年金各法の障害等級１級の障害基礎年金を受給しているかたなど。
▶ひとり親家庭等医療給付制度
　所得税非課税世帯で、母子家庭・父子家庭等世帯の親と18歳以下の児童、両親のいない18歳以下の児童
※新規の申請受付は随時行っています。　具体的な要件等についてはお問い合わせください。

　※現在医療証をお持ちのかたには、６月中旬頃に更新のご案内を送付しますので、更新手続きを行ってください。
■問合先　町民課国保医療担当（☎62－2260）へ

福祉医療証について（重度心身障がい・ひとり親）福祉医療証について（重度心身障がい・ひとり親）

山口政幸さん山口政幸さんが瑞宝双光章を受章

　元小国町副町長山口政幸さん（東原）が、瑞宝双光章を受章
されました。
　山口さんは昭和47年４月に小国町役場に奉職され、以来令和
２年まで48年間の永きにわたり卓越した見識をもって、本町の
まちづくりに尽力されました。平成25年１月から令和２年12月
までは小国町副町長として、町長を補佐し、本町の発展に大き
く貢献されました。

飯沢三幸さんが飯沢三幸さんが瑞宝単光章を受章受章

　元小国町消防団分団長の飯沢三幸さん（増岡）が、瑞宝単光

章を受章されました。

　飯沢さんは昭和56年に小国町消防団団員を拝命以来、班長、

部長、平成21年４月には分団長の職を歴任され、永きにわたり

地域住民の安全・安心の確保に努め、火災予防に従事されると

ともに、消防団の資質向上に大きく貢献されました。

春の叙勲を受章されました春の叙勲を受章されました春の叙勲を受章されました春の叙勲を受章されました

　小国町長選挙の立候補予定者・出納責任者説明会を次のとおり開催します。立候補を予定さ
れているかたや出納責任者となるかた、またその代理となるかたは出席してください。
■日　時　６月18日㈫　13時30分～
■場　所　役場４階大会議室
■問合先　選挙管理委員会（総務企画課内☎62-2112）へ

小国町長選挙が７月23日㈫に行われます小国町長選挙が７月23日㈫に行われます
　任期満了に伴う小国町長選挙を次のとおり行います。

■告示日　７月18日㈭　■投票日　７月23日㈫

小国町長選挙立候補予定者・出納責任者説明会小国町長選挙立候補予定者・出納責任者説明会

広報おぐに　2024.6
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お
知
ら
せ

令
和
６
年
度

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
案
内

林
業
機
械
操
作
技
術
研
修
会
の

ご
案
内

　

町
内
の
森
林
整
備
促
進
と
林
業
従
事

者
の
機
械
操
作
技
術
の
向
上
を
図
る
た

め
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
を
活
用
し
、

刈
り
払
い
機
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
26
日
㈬　

９
時
～
16
時

①
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

３
戸
（
２
階
、
４
階
）

②
あ
け
ぼ
の
団
地

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

◎
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

６
月
10
日
㈪

◎
入
居
時
期　

７
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■ 

受
験
資
格　

①
令
和
６
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
も
の
お
よ
び
令
和
７
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
も
の

　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
も
の

　

に
準
ず
る
と
認
め
る
も
の

■
受
付
期
間　

６
月
14
日
㈮
～
26
日
㈬

■
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

（
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
１
日
㈰

■
問
合
先　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係
（
☎
０
２
２
‐
２
６

　

３
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
３
６
）
へ

国
家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

（
高
校
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

■
試
験
日
時

　

10
月
26
日
㈯　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

山
形
県
庁

■
願
書
配
布
場
所　

各
保
健
所
生
活
衛

　

生
課
（
室
）
※
山
形
市
保
健
所
を
除
く

■
受
付
期
間　

６
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

　

※
閉
庁
日
を
除
く

■
申
込
方
法　

最
寄
り
の
保
健
所

　

生
活
衛
生
課
（
室
）
ま
で
願
書

　

を
持
参
※
山
形
市
保
健
所
を
除
く

■
問
合
先　

県
食
品
安
全
衛
生
課
食

令
和
６
年
度　

山
形
県
調
理
師
試
験

■
対
象　

保
健
、
医
療
、
福
祉
の

　

分
野
で
５
年
以
上
か
つ
９
０
０
日

　

以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
か
た

■
試
験
日　

10
月
13
日
㈰　

10
時
～

■
申
込
期
間　

６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

■
申
込
・
問
合
先　

県
社
会
福
祉

　

協
議
会
人
材
研
修
部
人
材
係
（
☎

　

０
２
３
‐
６
２
２
‐
２
７
７
６
）
へ

令
和
６
年
度　

山
形
県
介
護
支
援
専

門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

相
続
と
遺
言
に
関
す
る

講
演
会
・
相
談
会

■
日
時　

６
月
30
日
㈰

　

①
講
演
会　

10
時
～
12
時

　

②
相
談
会　

10
時
～
16
時

■
場
所　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

講
演
会
、
相
談
会
と

　

も
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

・
予
約
受
付　

６
月
17
日
㈪
か
ら

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
地
方
法

　

務
局
米
沢
支
局
（
☎
０
２
３
８

　

品
衛
生
企
画
担
当
（
☎
０
２
３
‐
６

　

３
０
‐
２
６
２
１
）
へ

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
持
し

危
険
物
業
務
に
従
事
す
る
か
た
は
、

３
年
に
１
度
の
受
講
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

※
各
回
定
員
60
人

　

【
給
取
】
８
月
22
日
㈭
13
時
30
分
～

　

【
一
般
】
８
月
23
日
㈮
９
時
～

■
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜

　

地
域
振
興
局
（
長
井
市
）　

■
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
（
給
取
・
一
般
）

　

①
９
月
２
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

　

②
10
月
７
日
㈪
～
11
月
５
日
㈫

　

③
11
月
12
日
㈫
～
12
月
13
日
㈮

■
受
付
期
間　

６
月
17
日
㈪
～
７

　

月
12
日
㈮

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
危
険

　

物
安
全
協
会
連
合
会
（
☎
０
２
３

　

‐
６
３
２
‐
５
７
４
４
）
へ

■
日
時　

６
月
15
日
㈯　

13
時
～

　

16
時
45
分

■
場
所　

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー
置
賜
支
所
（
米
沢
市
）

■
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
か
た

　

ま
た
は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

■
内
容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相

　

手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

■
そ
の
他　

県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人

　

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
募
集
中
。
詳

　

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
が
た
ハ
ッ

　

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

　

２
３
‐
６
８
７
‐
１
９
７
２
）
へ

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』
に
よ

る
結
婚
相
談
会

　

-

22-

２
１
４
８　

音
声
ガ
イ

　

ダ
ン
ス
３
番
）
へ
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高
め
る
意
識
と
安
全
行
動

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場

目
指
せ
ハ
ン
タ
ー
！

初
心
者
向
け
狩
猟
免
許
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
に
向
け

て
、
狩
猟
関
係
法
令
、
鳥
獣
判
別
、

銃
・
わ
な
・
網
の
取
扱
い
実
技
を

講
習
し
ま
す
。詳
細
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

７
月
６
日
㈯

■
場
所　

赤
湯
公
民
館（
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
）

■
受
付
期
限　

６
月
26
日
㈬
ま
で

入札結果情報（令和６年４月21日～令和６年５月20日実施） 単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

入札日 工事（事業）名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

R6.4.22 飯豊温泉引湯設備長寿命化工事 小玉川地内 R6.7.29 6,184,000 パイプライン 6,100,000

R6.4.22 白い森交流センターりふれエアコン更新工事 五味沢地内 R6.7.29 10,130,000 猪野電気工事㈱ 9,950,000

R6.4.22 飯豊梅花皮荘エアコン更新工事 小玉川地内 R6.7.29 5,900,000 猪野電気工事㈱ 5,800,000

R6.4.22 道の駅施設ＬＥＤ化工事 小国小坂町地内 R6.6.28 2,981,000 猪野電気工事㈱ 2,900,000

R6.4.22 令和６年度　町道長者原内川線道路改良工事 小玉川地内 R7.2.14 61,750,000 山和建設㈱ 61,500,000

R6.5.20 令和６年度　道路照明灯ＬＥＤ灯更新工事 小玉川地内ほか R6.9.27 7,680,000 猪野電気工事㈱ 7,660,000

R6.5.20
令和６年度　社会資本整備総合交付金事業 
町道西田沢頭線門前橋護岸詳細設計業務委託

田沢頭地内 R6.11.15 4,700,000
大日本ダイヤコンサル
タント㈱山形事務所

4,350,000

県
立
米
沢
養
護
学
校
長
井
校

「
学
校
見
学
会
」
の
お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
特
に
多
く

の
新
入
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
る
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
間
、「
ア

ル
バ
イ
ト
の
労
働
条
件
を
確
か
め

よ
う
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
労
働
条
件

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
確
か
め
よ
う
労

働
条
件
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

①
７
月
３
日
㈬　

９
時

　

50
分
～
11
時
30
分

　

②
７
月
４
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

■
対
象　

①
長
井
校
に
興
味
が
あ
る

　

ま
た
は
小
学
部
へ
の
就
学
を
考
え
て

　

い
る
保
護
者
の
か
た
や
保
育
園
、
幼

　

稚
園
、
小
～
中
学
校
関
係
者
の
か
た

　

②
福
祉
関
係
者
の
か
た

■
場
所　

県
立
米
沢
養
護
学
校
長
井
校

■
申
込
方
法　

６
月
27
日
㈭
ま
で

　

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

県
立
米
沢
養
護
学
校

　

長
井
校
（
☎
０
２
３
８
‐
88
‐
５

　

２
７
７
）
へ

情報公開制度と個人情報保護制度の情報公開制度と個人情報保護制度の
令和５年度の運用状況令和５年度の運用状況

■情報公開制度　情報公開請求１件
【決定件数１件、取り下げ０件、翌年度繰越０件】
○内訳�◇全部公開０件◇部分公開０件◇非公開１件
（うち不存在１件）◇異議申し立て０件

■個人情報保護制度　個人情報取扱事務届出件数469件
○内訳�◇町391件◇教育委員会38件◇選挙管理委員
会22件◇監査委員１件◇農業委員会16件◇固定資産
評価審査委員会１件

（総務企画課行政管理担当）

　

県
で
は
、
河
川
の
伐
採
木
を
無
償
提
供

し
ま
す
。
詳
細
は
西
置
賜
河
川
砂
防
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

営
利
目
的
や
他
人
へ
の
転
売
等
を
目
的
と

す
る
か
た
へ
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　

６
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

　

９
時
～
16
時　

※
提
供
物
が
無

　

く
な
り
次
第
終
了

■
場
所　

飯
豊
町
添
川
地
内

■
対
象
者　

自
ら
積
込
み
運
搬
で
き
る
か
た

■
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
記
入

　

の
上
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁

　

建
設
部
西
置
賜
河
川
砂
防
課
（
☎
０

　

２
３
８
‐
88
‐
８
２
３
４
）
へ

河
川
等
の
伐
採
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

①

②

■
場
所　

宮
の
森
会
館

■
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町
内
に
住
所
が
あ
る
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■
定
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28
人

■
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代　

３
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

６
月
14
日
㈮
ま
で

■
そ
の
他　

受
講
者
に
は
「
労
働
安
全

　

衛
生
教
育
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

小
国
町
森
林
組
合

　

（
☎
62
‐
２
２
２
９
）
へ

■
問
合
先　

一
般
社
団
法
人
山
形

　

県
猟
友
会
（
☎
０
２
３
‐

６
６

　

５
‐
０
３
８
２
）
へ

13



今月の納税 ２０２４．６

　
保保健健カレカレンンダーダー

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人　
を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は５月21日現在でハローワー

クへ登録された求人のうち、小国町を

おもな就業先としている求人情報で

す。既に雇用が確定している場合もあ

りますので、ご了承ください。求人情

報の詳細については、ハローワーク長

井（☎84－8609）へ

１．各健診の日程等

　■３・４カ月児健診
　・期　　日　７月５日㈮　
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　Ｒ６年２月、３月生まれ
  ■９・10カ月児健診
　・期　　日　７月５日㈮　
　・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　Ｒ５年８月、９月生まれ
　■２歳児歯科健診
　・期　　日　６月19日㈬　
　・受付時間　13：00～13：15
　・対　　象　Ｒ３年９月～12月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　健康管理センター（☎61－1000）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

日本テクノ　株式会社 電気主任技術者/高畠町/川西町/小国町（契約） 10人 ９:00〜18:00

小国開発　株式会社 建設ディレクター ３人 ８:00〜17:00

長谷川工業　株式会社
小国工場

加工スタッフ（マシニング） １人 ８:15〜17:15他

加工スタッフ（ＮＣ施盤） １人 ８:15〜17:15

アクサ生命保険株式会社
米沢営業所

【小国町】商工会議所・商工会共済・
福祉制度推進スタッフ

２人 ９:15〜17:00他

大宮産業株式会社　小国工場 衣料品縫製加工 ５人 ８:15〜17:00

山和建設　株式会社
二級土木施工管理技士・二級建築施工管理技士【本社】 ３人

８:00〜17:00
一級土木施工管理技士・一級建築施工管理技士【本社】 ３人

株式会社　山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９:00〜18:00

株式会社　横川建設

現場管理（１級又は２級土木施工管理技士） １人

８:00〜17:00
重機オペレーター見習い ２人

作業員（分別作業等） ２人

事務員 ２人

株式会社　高橋工務店
ダンプトラック運転手 １人

８:00〜17:00
一般事務、経理事務 １人

モメンティブ・テクノロ
ジーズ・山形株式会社

オペレーター／山形県西置賜郡 ３人
交替制（シフト制）�
０:20〜８:50他

製造技術担当業務／山形県西置賜郡 １人 ８:20〜17:10

株式会社　ビーネックステク
ノロジーズ　仙台オフィス

半導体部材製造ラインにおける生
産技術業務

１人 ８:20〜17:10

株式会社　山形銀行
銀行業務（事務・窓口：小国町内
店舗）

１人 ８:30〜17:00

１人
８:30〜17:00�
の間の５時間

株式会社　船山工務店
ウオータージェットガンオペレーター １人

８:00〜17:00
ジェットマシンオペレーター １人

有限会社　花のひらの 生花販売スタッフ １人 ９:00〜14:00他

株式会社コメリ　新潟ス
トアサポートセンター

販売員（コメリハード＆グリーン小国店）アルバイト １人 17:00〜19:30

販売員（ハードアンドグリーン小
国店）準社員

１人 12:45〜17:00

１人 ８:45〜13:00

日清医療食品　株式会
社　仙台支店

洗浄（1104） １人 ６:00〜11:30他

置賜森林管理署 （臨）山林パトロール ４人 ８:30〜17:15

　�　６月の税金等の口座振替は、次
のとおりです。振替日の前日まで、
指定の口座に入金してください。

●６月26日㈬　
　水道料、下水道料、簡易水道料

●７月１日㈪　
　町県民税、介護保険料、住宅使用料、

　保育料、児童福祉使用料

■問合先

　税務課税政管理室（62－2403）へ

令和６年度　教科書展示会について
　教科書の展示会は、「教科書の発行に関する臨時措
置法第５条｣ の規定に基づき、毎年文部科学大臣の指
示する時期に、教科書の適正な選択に資する等のため
に開催されるものです。
　今年度は「令和７年度使用中学校用教科用図書」の
採択が行われる年であるため、中学校用教科用図書の
展示会を開催します。
　この教科書展示会は、学校関係者だけでなく広く一
般町民のかたがたを対象としたものです。保護者の皆
様はじめ地域の皆様のご来場をお待ちしています。
■日　時　６月18日㈫～26日㈬※月曜日は除く

　　　　　９：30～18：00まで

■場　所　おぐに開発総合センター３階図書室

■その他　展示会場に閲覧者名記入名簿とアンケー

　ト用紙を用意します。ご協力をお願いします。

■問合先　教育振興課（☎62－2141）へ
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●総合センター（教育振興課） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス https://www.ogunibyoin.jp/



戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

（ ４ 月 届 出 分 ）

人口のうごき（令和６年４月30日現在）

人口　男・・・3,360人�（＋ 17）
　　　女・・・3,303人�（＋ 19）�
　　　計・・・6,663人�（＋ 36）
世帯数　　　2,964世帯�（＋ 39）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。
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編集後記

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■６月の広場日程　

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：00～11：30・13：00～16：00
場所：子育て支援センター（アスモ内）

不要

子
育
て
講
座

食　育 ６/13㈭９：00～12：00・健康管理センター
要

ヨ　ガ
６/18㈫10：00～11：30・健康管理センター
※動きやすい服装でタオル・飲み物をお持ちください。

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた　　　　

■利用時の注意点　体調の悪い場合は、利用できません。

■その他　お気軽にご参加ください。平日はいつでも子育

て相談をお受けしています。

■問合先　子育て支援センター

　（ショッピングセンターアスモ内・☎090－9015－8330）へ

６月のスポーツイベント

■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

■日　時　６月22日㈯10：00～11：00�
■場　所　町民総合体育館
■対象者　どなたでも
■参加費　500円～750円（保険料込）
■持ち物　室内シューズ、タオル、飲み物など
■申込締切　６月19日㈬

特定非営利活動法人

相　談

▽行政相談▽行政相談

■日　時　７月６日㈯13：00～15：00

■場　所　総合センター

■対応者　行政相談委員　林公子氏

■問合先　町民課町民生活担当へ

大 宮 月
つ き

咲勝 見
柊

彩 夏（
東 原 彩

い ろ は

芭伊 藤
拓 磨
弘 美（

北 彩
い ろ は

羽小 松
諒

佳 帆 里（

山形県賃金向上推進事業支援金のお知らせ
　県では、事業所内の女性非正規雇用労働者の賃金
引上げを行った場合または正社員に転換した場合、
対象となる女性労働者の人数に応じて事業者
に対し支援金を支給します。
　詳しくは県ホームページをご覧ください。
■問合先　山形県産業労働部�雇用・産業人材育成課
　働く女性サポート室（☎023－630－2439）へ
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●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
●商工労働政策室 / 観光交流推進室　☎ 62－2416
●住民窓口室　　　　　　　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●町民生活室　　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター建設推進室
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②越戸集落の田植え風景（昭和33年６月）
　農業機械が登場するまでは、田植えや稲刈り等の農作業は家族や集落で協力して行う

ものでした。写真のような田植えの風景は町内のどの地区でも見ることができましたが、

昭和40年代後半から急激に機械化が進んだことにより、次第に見られなくなっていきま

した。

　写真が撮影された越戸地区は農業や製炭、山菜などで生計を立てる山間の集落でした。

昭和42年８月に発生した羽越水害によって大きな被害を受けたことなどから昭和43年12

月に町中心部への集落移転が行われ、その歴史に幕を閉じました。

新町70周年記念

写真で振り返る
白い森の国おぐに

新町70周年記念

写真で振り返る
白い森の国おぐに No.2No.2

広報おぐに　2024.6
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